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平成１５年度の海況

為石起司・森脇晋平・若林英人・古江幸治

平成１５年４月から平成１６年３月にかけて行った浜田および恵曇における定地水温観測の結果と、

調査船による島根県沿岸から沖合にかけての定線観測の結果について報告する。

蠢．調査方法

１．定地水温観測

平成１５年４月から平成１６年３月に浜田港および恵曇港において表面水温を計測した。水温は毎

日午前１０時に浜田港では長期設置型直読式水温計（アレック電子社製、MODEL AT１－D）で、恵

曇港では棒状温度計で測定した。

２．定線観測

盧 定線観測の実施状況

付表に海洋観測記録を示す。事業名は、「資源評価」は資源評価調査を、「地域」は地域レベ

ル魚海況情報提供事業を、「第二」は第二県土水産資源調査を指している。観測点の（ ）内の

数字は補間点の数である。

盪 観測定線 図１参照。

図１ 観測定線図

観測年月日 調査名 事業名 観測点 調査員名

H１５年４月７日～４月１０日 沿岸卵稚仔調査 資 源 評 価 ３４（９） 森 脇 晋 平
４月３０日～５月２日 沿岸卵稚仔調査 資 源 評 価 ３４（９） 若 林 英 人
５月２７日～５月２９日 沖合卵稚仔調査 資 源 評 価 ３８（９） 為 石 起 司

古 江 幸 治
７月２８日～７月２９日 沿岸定線調査 地 域 １７ 森 脇 晋 平
８月２５日～８月２７日 沖合定線調査 資 源 評 価 ２１ 古 江 幸 治
９月２９日～９月３０日 沿岸定線調査 地 域 １７ 古 江 幸 治
１０月２７日～１０月２８日 沖合定線調査 資 源 評 価 １６ 古 江 幸 治
１２月４日～１２月５日 沿岸定線調査 地 域 １７ 古 江 幸 治

H１６年１月２９日～１月３０日 沿岸定線調査 第 二 １７ 古 江 幸 治
３月３日～３月１０日 沖合卵稚仔調査 資 源 評 価 ３８（９） 古 江 幸 治
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蘯 観測方法

調 査 船：島根丸（１４２トン、１２００馬力）。

観測機器：STD（アレック電子）、棒状温度計、サリノメーター（オートラブ社）、測深器、魚

群探知機、ADCP（古野電気）。

観測項目：水温、塩分、海流、卵・稚仔・プランクトン、気象、海象。

観 測 層：０mから海下直上まで０．５m毎に水深５００mまで観測。

蠡．調査結果

１．定地観測

図２～５に浜田港および恵曇港における表面水温の旬平均値および平年偏差の変動を示した。

ここで平年値とは過去１５年間の平均値である。

浜田港での最高水温は９月上旬の２７．３℃、最低水温は３月上旬の１１．８℃であった。いずれも平

年よりも２０日間出現時期が遅れていた。平年と比較すると、４月～８月下旬までは主に平年より

低めで推移し、９月～翌年２月までは全体的に平年より高めで推移した。これは、冷夏とその後

の暖冬傾向による影響と思われる。

恵曇港での最高水温は９月中旬の２６．６℃、最低水温は２月中旬の１３．１℃であった。浜田港同様

最高水温の出現時期は平年より２０日間程度遅くなったものの、最低水温の出現時期は逆に１０日間

程度早くなった。平年と比較すると、１１月以降平年より高めで推移した。

２．定線観測

山陰海域の上層（０m）、中層（５０m）、底層（１００m）の水温の水平分布を図６に示す。解析には

山口県、鳥取県の両県の水産試験場が実施した海洋観測の結果も用いた。解析には渡邊ら１）の平年

値および標準偏差を用いた。各月の水温分布の概要は以下のとおりである。

４月：沿岸域の水温は約１３℃で、昨年と比較すると表層～底層まで約２℃も低い結果となった。

逆に、距岸６０マイルの沖合域では水温が高く、中～底層では平年（過去３０年間）と比較して

図２ 浜田港における表面水温の旬平均 図３ 浜田港における表面水温の平年偏差

図４ 恵曇港における表面水温の旬平均 図５ 恵曇港における表面水温の平年偏差
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約２～４℃も高い結果となった。隠岐諸島の西北西約８０マイルにはやや弱い冷水域が確認

された。水温は、表層では「やや低め～かなり高め」、中層では「平年並み～かなり高め」、

底層では「やや低め～かなり高め」となった。

５月：沿岸域の水温は、先月より約２℃昇温し約１５℃となった。隠岐諸島東側の海域では、山陰・

若狭沖冷水域が発達した影響で平年より約１．５℃も低くなった。逆に、隠岐諸島北西海域

では、広い範囲で平年より約１℃前後高い状態となった。水温は、表層では「はなはだ低

め～平年並み」、中層では「かなり低め～やや高め」、底層では「かなり低め～やや高め」と

なった。

６月：沿岸域の水温は、先月より約２～４℃昇温し約１９℃となった。隠岐諸島東側～鳥取県沿岸

の海域では、山陰・若狭沖冷水域が発達した影響で平年より約２℃前後も低くなった。逆

に、島根県西部～山口県の沖合海域では、平年より高い状態となっており、特に低層（１００

m）では平年を約５℃も上回っていた。水温は、表層では「かなり低め～やや高め」、中層

では「はなはだ低め～かなり高め」、底層では「はなはだ低め～かなり高め」となった。

８月：沿岸域の水温は、約２４℃で梅雨が長引いたことも影響し、全海域で平年を下回った。特に

隠岐諸島東側海域では、山陰・若狭沖冷水域が発達した影響で平年より約３℃も低くなっ

た。中、底層では、隠岐諸島の西約８０マイルに南北に長く広がる島根沖冷水域と隠岐諸島

の北北東約６０マイルに中心を持つ山陰・若狭沖冷水域の２つの冷水域が見られ、中心付近

の水温は平年を大きく下回った。逆に、隠岐諸島北北西の海域では暖水域が形成され、平

年を８℃も上回った。 水温は、表層では「かなり低め～平年並み」、中層では「はなはだ

低め～はなはだ高め」、底層では「かなり低め～はなはだ高め」となった。

９月：沿岸域の水温は、隠岐諸島東側海域で約２４℃と山陰・若狭沖冷水域が発達した影響で平年

より約１．５℃低くなった。中、底層では、山陰・若狭沖冷水域が発達し、中心付近の水温は

平年を大きく下回った。また先月同様、隠岐諸島北西海域の暖水域では平年を８℃も上

回った。水温は、表層では「やや低め～平年並み」、中層では「かなり低め～かなり高め」、

底層では「かなり低め～はなはだ高め」となった。

１０月：沿岸域の水温は、約２３℃で平年並みとなった。中、底層では、島根沖冷水域、山陰・若狭

沖冷水域が接岸傾向で、周辺海域では平年を２～４℃も下回った。水温は、表層では「やや

低め～やや高め」、中層では「かなり低め～かなり高め」、底層では「はなはだ低め～かなり

高め」となった。

１１月：隠岐諸島北西海域～川尻岬沖の沿岸域では、水温が２２℃前後で平年を１～２℃上回りまし

た。中、底層では、隠岐諸島の南東海域に見られていた山陰・若狭沖冷水域の勢力はやや

弱まったが、隠岐諸島北方約９０マイルには最低水温２．６℃の冷水域が発達し、周辺海域で

は平年を約７℃も下回った。隠岐諸島北西～浜田沿岸海域では暖水域が形成され、平年を

２～６℃上回った。水温は、表層では「やや低め～かなり高め」、中層では「かなり低め～

はなはだ高め」、底層では「かなり低め～はなはだ高め」となった。

１２月：沿岸域の水温は、約１８℃で平年を２℃前後も上回った。中、底層では、隠岐諸島の東方海

域に見られていた山陰・若狭沖冷水域と浜田沖の島根沖冷水域の勢力は弱まり、島根県沖

合域の水温は平年を３～８℃も上回った。山陰沿岸海域の水温は、表層、中層、底層とも

に「平年並み～かなり高め」となった。

２月：沿岸域の水温は各層とも、約１４℃で低かった昨年同月を１～２℃上回った。表層から中層

までは、ほぼ一様な水温分布となった。底層では、冷水域の張り出しが隠岐諸島北西約６５
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マイルに見られたものの、島根県大田市～浜田市の沖合海域では１３℃前後の水塊に覆われ

平年より高めとなった。水温は、表層では「やや低め～はなはだ高め」、中層では「やや低

め～やや高め」、底層では「かなり低め～かなり高め」となった。

３月：冷水域の発達が隠岐諸島を挟んだ２ヶ所で見られ、いずれも中心水温が５℃台と低めで、

周辺海域では平年より１．６～４．０℃低くなった。逆に、２つの冷水域に挟まれた隠岐諸島北

方の海域では１１℃台の暖かな水に覆われて平年を２．７～４．９℃上回った。水温は、表層では

「やや低め～かなり高め」、中層では「やや低め～かなり高め」、底層では「かなり低め～は

なはだ高め」となった。

（註）文中、「 」で囲んで表した水温の平年比較の高低の程度は以下のとおりである（長沼２））。

「はなはだ高め」：約２０年に１回の出現確率である２℃程度の高さ（＋２００％以上）。

「かなり高め」 ：約１０年に１回の出現確率である１．５℃程度の高さ（＋１３０～＋２００％程度）。

「やや高め」 ：約４年に１回の出現確率である１℃程度の高さ（＋６０～＋１３０％程度）。

「平年並み」 ：約２年に１回の出現確率である±０．５℃程度の高さ（－６０～＋６０％程度）。

「やや低め」 ：約４年に１回の出現確率である１℃程度の低さ（－６０～－１３０％程度）。

「かなり低め」 ：約１０年に１回の出現確率である１．５℃程度の低さ（－１３０～－２００％程度）。

「はなはだ低め」：約２０年に１回の出現確率である２℃程度の低さ（－２００％以下）。
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図６－１ 水温水平分布図（４～５月）
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図６－２ 水温水平分布図（６～１０月）
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図６－３ 水温水平分布図（１１～３月）
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